
障害者雇用促進計画に基づく取組の実施状況  
機 関 名 鳥取県 
任 命 権 者 鳥取県知事 
評 価 年 度 令和２年度 
目標に対する達
成度 

○採用に関する目標 
 令和６年６月１日時点の法定雇用率が３．５％以上 

（令和２年６月１日時点の雇用率） ３．２９％ 
（参考：平成29 年度 3.17％、平成 30 年度 3.21％、令和元年度 3.25％） 

取組内容の実施
状況 

障害者の活躍を推進する体制整備 
（組織面） 

○障がい者雇用推進チームを新設した。障害者就業・生活支援センター、障害者職業セン
ター、特別支援学校等の関係機関でチームを構成し、障がいのある職員に対する職場定
着に向けた具体的取組みの検討や本計画のフォローアップ等を行った。 

○行財政改⾰局⼈事企画課⻑を「障がい者雇用推進者」として選任した。 
〇行財政改⾰局⼈事企画課の障がい者就業生活に関する業務を担当する職員を令和２年

４月１日付けで「障がい者職業生活相談員」に選任した。 
○障がいのある職員本⼈や、職場で支援にあたる職員が相談できる窓口を⼈事企画課内に

設置し、個別相談に応じるとともに、案件によっては専門の支援機関と連携して対応す
る体制を構築した。 

（⼈材面） 
〇鳥取労働局による「障害者職業生活相談員資格認定講習（令和２年１１月開催）」に障

害者職業生活相談員に選任された者及び選任予定者が受講した。 
○障がい者支援職員のスキルアップワークセンター及び障がい者配置所属において障が

いのある職員の支援を行う職員を対象としたスキルアップ研修を実施し、障がい特性に
応じたきめ細やかな支援を行った。 

○障がいのある職員を配置している所属などで意見交換の場を設けて、キャリアアップに
向けた取組の好事例の横展開や、共通する課題を確認し合うなど、職場定着に向けた取
組を展開した。 

障害者の活躍の基本となる職務の選定・創出 
○障がいのある職員の活躍の場を拡げるため、障がい者雇用に係る意見交換の場等を活用

しながら、障がいのある職員が、一層活躍することができる業務の点検を行った。 
障害者の活躍を推進するための環境整備・⼈事管理 
（職務環境） 

○採用前面談を実施し、障がい特性や職務遂行能力等を把握し、障がい者本⼈の考え等を
踏まえながら、業務の的確なマッチングを行うよう努めた。 

○職員本⼈と所属⻑との年２回の定期面談等を通じて、職員本⼈の職務遂行状況や習熟状
況等に応じて、職場内で業務内容の見直しなどを臨機に実施した。 

○新たに採用され個別所属に配置した職員については、職員本⼈と所属⻑との面談に加え
て、⼈事企画課の⼈事担当者が定期的に、職員本⼈と所属⻑に面談し、業務への適応状
況を丁寧に確認した。 



（募集・採用） 
 ○特別支援学校や関係機関等へ試験情報をタイムリーに伝え、障がい者が必要な情報を得

られるよう対応した。また、身体・知的・精神の障がい種別ごとに採用枠を設け、障が
い種別に応じた試験科目の設定や試験時の配慮を行った。 

（働き方） 
 〇障がいの特性から生じる疲労の回復を図るため、１日につき１時間以内の小休止行為の

弾力的運用を行った。 
〇障がいのある職員の意欲や能力に応じて、集合配置のワークセンターから個別配置の事

務補助業務へのステップアップの仕組みを整備した。 
（その他の⼈事管理） 
 〇必要に応じて、個別面談の実施や就労パスポートの作成を行い、障がい特性等について

情報共有し、適切な支援や配慮を行った。  


